
校外教育活動実施に関する実施要領等の改定について

再発防止に向けた主な改善点

改定の
趣旨

富士山ハイキング中に児童が行方不明となる事案の発生を受け、再発防止の観点から、これまでの実施要領を見直し、内容の改善を図る。

１ リスクチェックシートを活用した徹底的なリスクの洗い出し
（例）・児童生徒の発達段階、体力、経験等を考慮した計画か。

・グループ編成、教職員の配置は適正であるか。
・児童生徒が迷いやすい場所等は把握できているか。

２ 児童生徒と教職員が直接連絡をとる手段の確保
（例）・携帯電話やトランシーバを各グループに持たせる

・交番や店舗等を経由して連絡できるよう指導する 等

３ 現地、学校、市教委の連絡体制を強化
・現地、学校、市教委の連絡体制を明確にし、情報の一元
化を図ることにより、迅速な対応ができるようにする。

４ 登山活動の際の山岳ガイドの検討
・山岳ガイドを必要とする場合の具体例を市教委が明示。
・依頼する際の人数や打合せ回数等についても、必要に
応じて市教委が助言する。

５ 事前準備、事前指導の徹底
・下見を確実に実施するとともに、分岐点、危険箇所、
トイレ、点呼・休憩場所を確認する。
・児童生徒にとってわかりやすい地図を持たせるととも
に、画像や動画を使った指導を実施する。
・保護者への説明を確実に行う。

実施要綱
（実施方針）

実施要領
（実施マニュアル）

【旧】

【一部改定のポイント】

○学校が計画段階におい
て、リスクの洗い出しを
徹底するために、リスク
チェックシートを新設。

○活動計画をより詳細に
把握するために、実施届
の項目の追記と必要に
応じた添付資料の提出。
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実施要領等の改定について

【新】

校外教育活動実施届
（市教委へ提出）

全校提出

対象となる
活動実施時
に提出

全校提出

・班活動
・山道・河川・海岸
・長時間歩く
場合に添付

【概要版】

追記


